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GPPACGPPACGPPACGPPAC ヴラジオストック会議ヴラジオストック会議ヴラジオストック会議ヴラジオストック会議    

 安藤 博 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ガキどおしが口をとがらせ「おまえが

悪いんだ」と罵り合う、だんだん声が高く

なり、いまにも掴みかからんばかり―8 月

も終わり近くにやってきた炎暑をさらに暑

くするように、日韓両国政府（【政府】の法

被を着込んだ政治家、役人）は“こどもの

喧嘩”を地でいく領土紛争を演じています。 

 2012/7/6-8 日、ヴラジオストックで行わ

れた＜武力紛争予防のためのグローバル・

パートナーシップ/東北アジア＞（注：

GPPAC/NEA）の第 9 回会議は、日本、中国、

朝鮮半島、ロシアの市民が参加して、領土

問題で国家が争う愚を市民の力で防ぐこと

を申し合わせました（「GPPAC/NEA ヴラジオ

ストック会議の成果」参照）。この会議の直

前、ロシアのメドベージェフ首相が国後島

を訪問するなど、東北アジアの領土問題に、

申し合わせたように一斉に火がついていま

したから、偶然ながら大変よいタイミング

の会議でした。 

しかしその後、尖閣を巡って中国国内で

反日デモが広がり、日韓が激しく言い争っ

ているのをみると、ことし 9 月の APEC 首脳

会議開催地であることからヴラジオストッ

クを選んで行われた GPPAC 会議が、無菌室

で行われる純粋培養実験にすぎなかったよ

うな空しさを覚えることもあります。 

 

領土紛争という愚劣な争いごとは、愚劣

だからといって軽視するわけにはいきませ

ん。それは、一国の大統領や首相どうしの

言い争いだけとどまるのではなく、その背

後にある国民の感情と呼応し合っているか

らです。 

例えば、韓国の李明博大統領が、竹島上

陸、天皇の謝罪、親書の突き返しと、野田

首相にいわせれば「どうしちゃったんだろ

う」というほどの対日強硬姿勢を見せてい

る。そうした、反日エスカレーションの背

景について、大統領の兄や側近が汚職で逮

捕されるなどで、政権の支持率は 17%と就

任以来最低になっているといった政権の弱

体化が指摘され、「領土」は国民大衆の受け

を狙った政治ショウだと解説されています。

裏返していえば、韓国国民には根強い反日

感情があって、領土問題はそれに火をつけ

る格好の材料だというわけです。 

日本の側でも同じでしょう。反日発言・

行動を見過ごせば、「なめられている」と世

論が沸き立ってくることを政治家たちは心

配し、同時にそれを利用しようとします。 

 

とはいえ、どこまでいさかいが高じても、

領土問題で日韓が戦火を交えるところまで

いくことはないでしょう。一昔前ならその

危険は十分あったでしょうが、経済面の依

存関係が深く進んでいることなどによって

戦争によるマイナスが「一昔前」よりはる

かに大きくなっていること、そしてやはり

わたしたちが唱導する「非暴力平和」が、

市民運動家どおしの内輪の理想論を超えて、

俗世にも広がりつつあることによるでしょ

う。 

どう考えても愚かとしかいえない争いに

踏み込んでいくことを、人間社会は止めよ

うとしません。しかし、だからこその「GPPAC」

であり「非暴力平和」であるわけです。 

 

GPPAC ヴラジオストック会議は、冷戦の
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名残りの紛争の火種をまだ多くかかえてい

る東北アジアにおいて「GPPAC」「非暴力平

和」が確かな働きをすることができる可能

性を、領土問題とは別のことで示すことに

なりました。朝鮮民主主義人民共和国（「北」）

から＜朝鮮平和委員会＞の代表二人が、

2011/3/28-29日のGPPAC/NEA北京会議に続

いて参加したことです（2011/4/26 発刊の

『NPJ ニューズレター』38 号掲載の拙稿

「『北』を迎えての GPPAC 交流」参照）。領

土問題が主題の会議でしたが、2007 年の

GPPAC ウランーバートル会議以来安藤が関

心を持っていた”隠れた本題”、「『北』と

の市民交流」を、さらに前進させることが

出来たと思います。 

君島・共同代表とともに参加した 2011

年 3 月末の GPPAC 北京会議の際は、「北」の

出席者はほとんど聞き役に徹していて、「ピ

ョンヤンがGPPAC/NEAの拠点（Focal Point）

となることは考えられない」と言っていま

した。しかし今回は、「北」代表のプレゼン

テーションでこの件、つまりピョンヤンを

Focal Point にするかたちで GPPAC に参画

していくことについて、極めて積極的な発

言をしました。会議の外でも Focal Point

になることの具体的な意味を質していたと

のことです。 

懸案の GPPAC のグローバル代表団をピョ 

ンヤンに送る件も、ようやく目処が立って

きたようです。 

 

＜GPPAC＞というグローバルな広がりを 

持つ市民の連帯に「北」の”市民”を迎え

入れることが、政府間では一向に進まない

東北アジア地域の平和・友好関係構築のた

め必須の課題です。今回、「北」を迎えて二

度目の交流が実現したことで、2010 年末、

GPPAC/NEA の創始者である吉岡達也・ピー

スボート代表が安藤などとともにピョンヤ

ンを訪問し、＜朝鮮平和委員会＞などと接

触した成果がはっきり現れてきたと喜んで

います。 

 

注  Global Partnership for the 

Prevention of Armed Conflict（武力紛争

予防のためのグローバルパートナーシップ）

の頭文字を取ったのが「GPPAC」。 2001 年、

国連のアナン事務総長が報告書の中で「紛

争予防における市民社会の役割が大切」と

述べ、紛争予防に関する NGO 国際会議の開

催を呼びかけた。これに応えて発足したプ

ロジェクトで、東北アジア地域（NEA）では、

日本の NGO ピースボートが事務局となり、

＜非暴力平和隊・日本（NPJ）＞などがメン

バー団体として加わっている。各地域内の

拠点都市（Focal Point）の代表が参加する

運営会議で、地域紛争を防止するための協

議を行っている。NPJ からは、京都 Focal 

Point の君島共同代表が加わっている。ヴ

ラジオストック会議には、安藤が代理で参

加した。・・・・・・・・・・・・・・ 

ヴラジオストック湾内のルースキー島で

2012 年 9 月に開催される APEC 首脳会談

に向けて、島と市街地を結ぶ吊り鉄橋の

工事が進んでいる。 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

    

    

    

国 立 海 洋 大 学 構 内 で 行 わ れ た

GPPAC/NEAの会議場（中央奥に「北」

からの二人。他の参加者たちがラフな

服装でいるなかで、きちんとしたネク

タイ姿が目立った） 

 

会議を終えて、主催者の大学が用意してくれ

た湾内クルージングで、南北朝鮮の四人はむ

つまじく話し合っていた（内側の男女がソウ

ル市代表） 会議に先立ち記念植樹が行われ、参

加者が次々に鍬をとった 

ホテル前で談笑する南北朝鮮の四

人(背中を見せている男女が南) 
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GPPAC/NEAGPPAC/NEAGPPAC/NEAGPPAC/NEA ヴラジオストック運営会議のヴラジオストック運営会議のヴラジオストック運営会議のヴラジオストック運営会議の

成果    2012/7/12 事務局代表： 

メレディス・ジョイス（ピースボート） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

GPPAC/NEA の第 9回年次運営会議が、

2012/7/6-7/8 日、ロシアのヴラジオストッ

クで開催された。この会議は、GPPAC/NEA

の事務局（ピースボート）とヴラジオスト

ック Focal Point の国立海洋大学との共催

で行われた。会議には、北京、香港、京都、

ソウル、上海、台北、東京、ウランバート

ル、ヴラジオストックの各 Focal Point、

並びに GPPAC のピョンヤンにおけるパート

ナー団体とGPPAC本部/NEA事務局からの合

計 20 人が参加した。初日は、アジア太平洋

地域の領土/国境に関する学術討議、あとの

二日は GPPAC/NEA 運営グループとオブザー

バーによる会議に当てられた。 

7/6 日の学術討議「アジア太平洋地域の

領土紛争に関する非政府間対話」は、国立

海洋大学と GPPAC とが、北海道大学スラブ

研究センターとロシア・パグウォッシュ委

員会の支援を得て運営した。 

ヴラジオストック市が開催地とされたの

は、同市が旧ソ連時代には閉鎖されていた

一方、いまや 2012 年 9 月の APPEC 首脳会談

に向けて急速に変化しつつあることからし

て、極めて意義深いことである。会議はま

た、ロシアのメドベージェフ首相が今週初

め同市を訪れるとともに問題の北方領土の

島のひとつに渡り、さらに日本政府が尖閣

諸島（Diaoyu/Daiaoyutai）の帰属を問題に

しているという、極めてよいタイミングに

行われた。即ち、領土問題についての市民

社会による対話と相互理解の必要性が高ま

っている、正にそのときに開催されたので

ある。 

（中略） 

会議参加者は、GPPAC/NEA 内部で、特に

尖閣諸島（Diaoyu/Daiaoyutai）に関わる領

土紛争に関する情報交換と討議と継続して

いくことに合意した。また、この問題に関

するそれぞれの国での動きについて適宜情

報を交換し合うとともに、将来問題が起こ

ったときに備えて、メディアと一般社会に

提供できるような基本文書を用意すること

にも合意した。参加者はさらに、軍事演習

が緊張と紛争の脅威を高めること、問題領

域近くでの軍事演習を止めるべきであるこ

と、を認めあった。 

（中略） 

 GPPAC/NEA は、朝鮮国家平和委員会の代

表を再び迎えることができた。（2011 年 3

月末の GPPAC 北京会議に次いで）二度目で

ある。わたしたちは、（「北」との）協調関

係がさらに進み、2012 年の後半にはピョン

ヤンに（GPPAC の）国際代表団を送ること

ができるようになることを期待している。

市民社会が東北アジアにおける平和と安定

をどうように進めていくことができるかに

ついての討議も行われた。信頼醸成措置に

関する意見の交換や六カ国協議が再開され

るような環境をどのようにして作ってかい

くか、などについてである。 

 GPPAC/NEA は、人と人との関係・パート

ナーシップを育て、情報交換、協調行動・

連携を継続的に行い、そして東北アジアに

平和で持続性のある未来を築くという共通

目標の達成に向けて市民社会が貢献してい

くためのネットワークを強化する上で、メ

ンバーが集まって直接話し合う事の大切さ

を改めて確認し合った。 
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NPNPNPNP 南スーダンの活動に関して南スーダンの活動に関して南スーダンの活動に関して南スーダンの活動に関して    

2012年 8月 10日 

中原 隆伸（NPJ 元会員） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

註：本稿は私個人の見解であり、他のど

の団体の見解も反映した内容ではありま

せん。（南スーダン地図は末尾参照） 

１．１．１．１．    歴史歴史歴史歴史     

2007年、NPがナイロビで総会を開催し

た際、IPCS 並びに SONAD というスー

ダンの団体が参加していたが、両団体は

NP の原則・活動内容などを考慮し、検

討の末 NP にスーダンで活動することを

依頼した。 

その後、2009 年まで 2 年間様々な調整

を行い、資金的にもベルギー政府から 2

年間の資金供与を受けることが決定した

ため、2010 年 2 月から本格的に活動を

開始することになり、最初の事務所が西

エクアトリア州に開設された。2010年 7

月 7 日に Tiffany さんが NP 南スーダン

の Country Director として赴任した。

（余談だが、インタビューした日は偶然

にも彼女の南スーダン滞在 2周年にあた

った） 

２．２．２．２．    各地での活動各地での活動各地での活動各地での活動     

NP 南スーダンの活動は、インタビュー

をした 2012 年 7 月 7 日現在で約８０人

のメンバー（半数強が南スーダンのロー

カルスタッフ）が、全８チーム、同国の

全 10 州のうちの 5 州（中央エクアトリ

ア、西エクアトリア、レイク、ユニティ、

ジョングレイ）で活動を行っている。そ

れとは別に Women’s Peace Building 

Team が 5 チーム（中央エクアトリア州

及び西エクアトリア州）活動している。

その他、ファンドレイズがうまく行けば

北バハルガザル州及び上ナイル州で活動

することを計画している。以下各チーム

の活動を紹介する。 

（１） Mundri（西エクアトリア州、 

ドナー：ベルギー政府。 活動終了） 

NP が最初に活動を開始した個所。最初

の一年間はここでの活動に集中していた。

北隣のレイク州との紛争が原因で 6万人

（1 万 6000 人の聞き間違いの可能性あ

り。）もの避難民が発生したが、2011 年

前半に NP が西エクアトリア州とレイク

州の両方にメンバーを派遣し、両州の部

族長（chief）達に和平のための話し合い

を持ってもらうよう呼びかけを行った。

3 度の会談がもたれ、その結果として和

平合意が成立した。1 

現在は 2年間の予定であった資金供与期

間が終了したこともあり、また何より同

地方の情勢が落ち着いてきたことから、

事務所を閉鎖している。 

（２） Nzara（西エクアトリア州、 

ドナー：ユニセフ） 

同州の国境地帯で、元々ウガンダの反政

府勢力であった LRA（Lord Resistance 

Army：神の抵抗軍）が出没し、民間人

に被害が出ている。 NP 南スーダンの

FT は国境沿いの地域に滞在することで

                                                      
1 なお、この経緯に関しては Tiffanyさ

んがケーススタディーとしてまとめてい

るため、それを後日翻訳し、NPJメーリ

ングリスト上にて報告する予定。 
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護衛的プレゼンスの提供を通じて暴力行

為の抑止に努めている。 

（３） Juba（中央エクアトリア州、 

ドナー：ユニセフ） 

同州における護衛的プレゼンスなどの活

動を行っている（詳細未確認）ほか、今

年前半にジョングレイ州で民族紛争が起

こった際、当事者の 3つの民族（Dinka、

Nuer、Murle）で紛争によって怪我をし

た人たちが Juba 市内の病院に搬送され

た際、安全の確保や食事、必要物資、医

療などが全員に公平に与えられるように

24 時間体制でチームメンバーが同病院

に滞在した。 

 

また、2012年 5月 15日以降、約 1万 2000

人の南スーダン出身者がスーダンから

「帰還」し、ジュバ近郊の一時滞在所

（Transit Site）に滞在した際、親以外

の親戚と移動している子供が数十人規模

で存在していたため、それらの子供を保

護し、親と引き合わせる活動も行った。

そ れ 以 外 に も 地 元 の NGO（ Street 

Children Aid）など諸団体と協力しなが

ら子供／若者の遊べるスペースを設置、

バレーボールやサッカーなどのスポーツ

が出来る環境を整えたり、球技にあまり

積極的でない女の子達も楽しめるような

遊びを提供した。 

（４） Yirol（レイク州、ドナー未確認） 

詳細未確認（立命館大学の岡田君が訪問

したのはここだとのこと。）  

（５） Bentiu（ユニティ州、ドナー： 

ユニセフ） 

ユニティ州の州都 Bentiu 市に滞在し、

スーダンとの国境地帯である Mayom 郡、

Abiemnon 郡、Pariang 郡で児童の保護

などの活動を行っている。児童保護の活

動などが中心。活動が活発化しており、

Abiemnon郡に sub officeを設置する手

続きを行っている。 

（６） Yida難民キャンプ（ユニティ州、 

ドナー：UNHCR） 

難民キャンプで護衛的プレゼンス、親の

保 護 を 受 け ら れ て い な い 児 童

（unaccompanied minor）の保護、地元

コミュニティとの紛争解決や共同資源マ

ネジメントのためのサポートなどを行っ

ている。 

一例として共同資源マネジメントの活動

例を挙げる。一般論として、Yida難民キ

ャンプに限らず、難民／国内避難民と

元々その場所に住んでいた住民との間に

紛争が起こるケースは存在する2。例えば

井戸の周辺では武器を使用しての暴力や

性暴力などが起こるケースが続いていた。

NP は井戸の周辺にチームメンバーを派

遣することで暴力が起こりにくい環境を

作り、また地元の井戸管理委員会に非暴

力的問題解決のトレーニングを提供する

ことで水資源を巡る争いが暴力に発展し

                                                      
2難民や避難民は援助の対象になりやすい。

一方、地元住民はそうならないケースが存在

するため、援助機関、及び難民／避難民に対

して「自分たちも生活が苦しく、つらい思い

をしているのにどうして自分たちは支援さ

れないのか」といった不満が募る。また、水

や土地などの有限の資源が大勢の難民／避

難民によって使用されるため、地元住民のた

めの資源が不足するといった事態も想定さ

れ得る。 
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ないようサポートを行っている。 

（７） Waat、Duk（Bor）、Pibor（ジョ 

ングレイ州、ドナー：UNHCR） 

ジョングレイ州は大別して３つの部族

（Dinka 族、Nuer 族、Murle 族）がそ

れぞれ多く住む地域に分かれている。

2012 年前半に Dinka 族と Nuer 族の若

者が Murle 族の住む地域を襲撃したと

いう事件が発生、Murle 族の若者がそれ

に対して反撃も行い、同州の広範囲で多

くの避難民が出る事態が発生した。 

NP南スーダンは Duk市（Dinka族の地

域。2012 年 7 月当時は雨期の影響で交

通などが遮断されてしまうため州都でも

ある Bor市に事務所を一時的に移転して

いる）、Waat市（Nuer 族の地域）、Pibor

市（Murle 族の地域）にそれぞれチーム

を派遣し、活動を行っている。 3 つの

部族の町にそれぞれチームを設けるのは、

「特定の部族に肩入れしない」という

Nonpartisanshipの原則に従ってである。 

Jonglei州では現在、（襲撃に参加した若

者たちの？）武装解除が行われているが、

いまだに民間人が犠牲になる事件が発生

している。NP南スーダンは UNMISS（国

連の PKO部隊）の警察部隊に呼びかけ、

彼らに一緒に治安パトロールをすること

を提案し、現在ではUNMISSの軍部隊、

南スーダン警察も交えた 4者で治安維持

のパトロールを行っている。 

（なお、Pibor に Masa さんという日本

人の方が 2012 年 4 月から赴任している

とのこと。今後お会いして、本人の許可

が頂ければお話の内容をまた皆さんに報

告したい。） 

（８） Women’s Peace Building Team 

（西エクアトリア州及び中央エクア

トリア州、ドナー未確認） 

現在、西エクアトリア州に 3チームと中

央エクアトリア州に 2チーム、Women’s 

Peace Building Team（以下、WPBTと

略）が存在している。南スーダン人のみ

でのチームを立ち上げたとき、なかなか

女性が男性の前で発言出来なかったとい

う経験から女性のみのチームを立ち上げ

ることにしたのだという。（WPBT の活

動の詳細についても後日報告予定。） 

（９） ファンドレイズ中（北バハルガザ 

ル州、上ナイル州） 

ファンドレイズが成功次第、国境沿いの

２州でも活動する予定（2012 年 7 月 7

日現在）。 北バハルガザル州に関しては

US Institute for Peace から１０００万

円程の助成金を獲得しているが、より一

層の資金獲得が必要。 

３．３．３．３．    NPNPNPNP チーム、チーム、チーム、チーム、TiffanyTiffanyTiffanyTiffany さん自身にさん自身にさん自身にさん自身に

関して関して関して関して     

（１） NPチームの構成 

約 80 人、International が 35 人程、

Nationalが 45人程。 

（２） ドナー（資金拠出先） 

主要なドナーは国連関係、特にユニセフ

（ジュバでの活動など、一部は日本政府

がユニセフ経由で資金を出しているので、

皆さんの税金が NP に使われている事に

なります。）と UNHCR。ドナー機関の

使命を反映して、ユニセフ支援のプロジ

ェクトは児童の保護、UNHCR 支援のプ



 

ロジェクトは難民の保護を特に意識した

活動になっている。 

その他にスウェーデン政府、UNDP、ベ

ルギー政府、スペイン政府、US Institute 

for Peaceなど。民間団体が主要ドナーと

しては存在せず、国連にドナーが集中し

ているのはあまり望ましい状態ではない

と Tiffany さんも認識しており、新たな

ドナーの開拓が望まれている。 

（３） Tiffany さん赴任前のスリランカ

でのビザ取得問題 

赴 任 前 、 彼 女 は NP ス リ ラ ン カ の

Country Director として活動していた。

ブリュッセルの国際本部から、6 週間ス

ーダン南部（当時：現在の南スーダン）

で調査をしてほしいと依頼され、スリラ

ンカを出国した。戻ってきたとき、彼女

は（出国前に 3か月のビザが与えられて

いたにも関わらず）7 日間の滞在許可し

か与えられなかった。同国大統領の弟で

ある防衛大臣の指令でそうなったという

が、同国の選挙で「大統領側に不利な報

道」をしないよう、強いプレッシャーを

受けていた国内の NGO（PAFFREL な

ど）や Transparency Internationalのス

タッフ、及びジャーナリストの護衛的同

行をしたことに対する防衛大臣からの

「懲罰」ではないか、と語っている。7

日が過ぎた後、再度 14 日の滞在許可が

与えられたが、それ以後はもう一人のス

タッフとともに出国することを余儀なく

された。出国に際してはプレスリリース

などの形で同国政府の決定に対し NP と

して抗議することも検討したが、熟慮の

9 

US Institute 

結果そうしなかった。仮にそうしていた

ら、その後一年間同国での事務所を維持

することはできなかったかもしれない、

と Tiffanyさんは回想している。 

（４） 軍事組織との関係について 

南スーダンの軍事組織（SPLA、国連軍）

と一緒に行動するのは現実的にいうと仕

方のない点もある。また、実際に彼らは

現場で影響力を保っており、彼らを除外

して活動を行うのは全てのアクターを招

いて活動を行うという観点からも望まし

くない。 

一例として、西エクアトリア国境地帯で

の「Arrow Boy」達との協働関係を挙げ

る。彼らは LRA の暴力から自らのコミ

ュニティを守るために弓矢などの伝統的

武器などで武装した集団で、他の軍事組

織が LRA に対する対抗手段として機能

していない現状、自らのコミュニティを

守るためのもっとも有力な手段だった。

NP 南スーダンとしては武装、非武装は

ともかく、目的（コミュニティの保護）

は同じであるため、彼らと協力して活動

している。 
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北九州市での北九州市での北九州市での北九州市での    

「非暴力トレーニング」「非暴力トレーニング」「非暴力トレーニング」「非暴力トレーニング」報報報報告告告告         

 川辺希和子 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

６月２３日、毎月開いている“九条守り

たい”定例会において、大畑豊さんをお招

きして念願の「非暴力トレーニング」を開

いた。なぜ念願かというと、以前山口で開

催された「非暴力トレーニング」に参加し

た時から、いつか北九州の皆さんとトレー

ニングを体験したいと思っていたこと、知

人が「非暴力トレーニング」体験を切望し

ていたこと、それに加えて、被災地瓦礫広

域処理に関連した北九州での様々なことが

あったからである。 

北九州では３月に市議会が全会一致で被

災地瓦礫受け入れを可決してから後、被災

地からの避難者の方たちや市民らが、瓦礫

受け入れ焼却を止める運動を繰り広げてい

た。ネットを使った呼び掛け、チラシ作製

とポスティング、数々の学習会・講演会開

催など、その運動は様々な方法で市側と話

し合い市民に訴えようと必死なものだった。

何をやっても受け入れ焼却へと進んでいく

中、被災地から避難された方は何度も涙を

流された。彼女たちは、これ以上放射能汚

染に苦しむ地域を広げたくないと、萎えて

しまいそうな体力と気力を振り絞って動い

ていた。５月末の試験焼却の頃は地域の学

校の運動会直前で、子どもたちは毎日運動

場で練習していた。何としても試験焼却を

止めようと、焼却場と市役所とでぎりぎり

まで抗議や訴えが続いたが、２３日に予定

通り焼却が始まってしまった。ずっと話し

合いを探ってきたにもかかわらず市と市民

とが対立していく様子、権力側の力の強さ、

自分たちの見た事実と異なる偏った報道を

目の当たりにして、私や友人らはショック

を受けた。そして、過去現在と続いている

様々な運動の困難と人々の存在を想った。

「非暴力トレーニング」を開催する意味が、

もっと切実なものになった。 

今回の「非暴力トレーニング」は入門編

ということで２４名の参加があった。「非

暴力・暴力チャート」で、「自分にとって

非暴力が日常なのに対して暴力は非日常

だ。」という声に続いて、大韓教会の牧師

さんが「暴力が日常」と言われ、税金を払

っているのに参政権がないなど在日外国人

の状況に触れられた。７月９日から施行さ

れた新しい入管法も、外国籍住民を苦しめ

る法律である。トレーニングの中で、自分

や社会の中の暴力の存在に気づかされる。

「怒り」についてのやり取りでも、参加者

がそれぞれに課題を抱えていることがうか

がえ、互いの意見交換が興味深かった。大

畑さんは、参加者がリラックスして主体的

に考え自由に話せる雰囲気を作りながら、

問題解決のための知識やヒントを示された。

関連図書は完売、不足分は注文となり、重

たいリュックを抱えて来られた大畑さんは

身も心も軽く帰路につかれた。それぞれに

個人や社会の問題を抱えて余裕のない私た

ちだが、「非暴力トレーニング」は自分の

あり方を問い直し、解決へのヒントを得る

ことのできる、有効で楽しい学びとなるこ

とを体験した。 

✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰✰ 
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「大飯原発ゲート前の非暴力直接行動」 

             小林善樹 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

まず，冒頭に申し上げるべきは，この報

告は非暴力平和隊・日本の本来の活動で

はなく，一会員の行動報告に過ぎません。 

 

   私は昨年の 3.11 以降脱原発の運動に

参加しています。これは NPJ の活動とは

異質な政治的立場に立った活動であるこ

とは承知しています。自分の国の中では，

統治する側に対して自分の意見を表明す

ることが民主主義国では当然の権利であ

ることはいうまでもないことです。5 月 5

日のこどもの日に北海道の泊原発 3 号機

が定期検査に入り，原発ゼロが実現され

たのだが，原子力ムラは電気が足りなく

なる，というデマを流して再稼動を虎視

眈々と狙っていた。福島第一原発事故の

現場検証もできず，事故原因の究明もで

きていないままに，でっち上げた安全対

策すら未完成のままに。再稼動はストレ

ステストの一次評価をやった大飯，伊方，

泊の順ということで，大飯が動き出せば

将棋倒しに次々に動かされるものと見な

されるので，何をおいても大飯の再稼動

を止めたいと考え， 大飯まで出かけて来

た。 

  

    6月 29日は首相官邸前の無数の人々

と再稼動反対の声を上げて来た。30 日早

朝新宿駅に駆けつけた。6 時半出発の「お

おいツアーバス」に乗るためだ。経産省

前テント広場が呼びかけたツアーで，関

東の人が多いが，各地からの人も大勢乗

っている。昨夜の首相前で声を上げてい

た方々がほとんどだ。近くの席の方々と

交流しながら 7 時間のバスの旅。 13 時

40 分ころ福井県大飯町の「あみシャンホ

ール」とやらに到着。原発交付金で建て

たハコモノだろう。13 時から開かれてい

た「6・30 おおい集会」に参加する。350

人くらいが集まっている。15 時からオフ

サイトセンターまでの雨の中のデモ，700

人ものデモなんて大飯町始まって以来だ

ろう。警察も大勢ついて来る。16 時ころ

オフサイトセンターに到着，中にいる筈

の牧野経産省副大臣に要請書を渡そうと

するが，受け取らないという。押し問答

を繰り返した後，受け取らせる。その間，

路上ではデモ隊のシュプレッヒコールが

続けられた。やっと 17 時 15 分解散。 

 

    大飯町の民宿は作業員で満杯なので，

高浜町の民宿に泊まる。デモやオフサイ

トセンターでゴタゴタしている頃に，大

飯原発のゲート前は，大飯テント村の

100 人ほどの若者たちが車を使ってバリ

ケードを作って封鎖し，泊り込んでいる，

との情報が流れる。夕食後，全員集会。

翌日のゲート前封鎖行動について，逮捕

されることも覚悟している人に対する注

意事項が話しあわれる。もし逮捕された

ら体中の力を抜いておくことが肝要で，

振り払ったり足を動かせば，公務執行妨

害で逮捕されることになりかねない。手

は肩から上には挙げないこと，などなど。

逮捕されたくない人は脇によけているこ
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とになる。あくまでも自己責任で決める

ことであって，バスツアーとしては関知

しないこととする。バスは予定通り 1 日

13 時出立して東京に戻る。 

 

    私は6月15日の首相官邸前のアクシ

ョンに参加しており，1 万 1 千人の声を

無視する野田首相にあきれ果てていたの

だが，22 日には 4 万 5 千人の声をも無視

するという態度に対して「かくなる上は

非暴力直接行動しかないか」との想いを

募らせ，24 日全国ネットの ML とストッ

プ原発北海道の ML に「かくなる上は非暴

力直接行動しかないか」「逮捕されても

生活に困らない年金生活者の方々よ，立

ち上がろうじゃないか」という趣旨のア

ピールを出していたのだが，賛同者が少

なく準備もまったくできなかったのでア

ピールを撤回せざるを得ないか，と考え

ていたが，昼間のおおい集会の会場の壁

に非暴力行動をよびかけるアピールが貼

ってあったことに期待はしていた。 

 

   7 月 1 日 6 時半出発。ゲート前にはた

くさんの市民が押しかけており東京ナン

バーの私たちのバスを歓迎してくれる。

ゲートから 300ｍほどにある漁民公園で

地元の反対者のグループとの集会をはじ

めたが，簡単に切り上げて，ゲート前ま

でデモ。市民たちや前夜から泊り込んで

いる若者たちと合流した。路端には各地

からの車が止めてある。 

 

    原発に通ずるトンネルの手前には関

電側のゲートがあってその奥側には警察

官がビッシリと横並びして封鎖， その手

前で若者たちは雨の中でドラムなどを打

ち鳴らし，娘たちが踊り跳ねている。あ

たかも解放区だ。そこまでたどり着くに

は，車のバリケードの片側の道路脇の側

溝と急斜面の間の足場の悪い所を張り回

してある何本もの鎖を潜ったり跨いだり

して通らねばならぬ。 

 

   その後も警察側は示威行動を繰り返

すだけだったが，17 時半になって，「退

去しなさい。従わなければ排除する」と

いうような警告が警察の指揮車の上から

発せられるが，私たちの「再稼動反対」

「暴力反対」の声でよく聞こえない。私

たちは 4 列になってスクラムを組んで座

り込む。地元の方が「非暴力で」と呼び

かける。30 分間 2 分ごとに警告を繰り返

した後，18 時から実力行使で排除が開始

された。一人に機動隊 4 人がかりでスク

ラムをふりほどき，組んだ指をふりほど

き，4 人がかりで運び出す。座り込んだ
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80人ほどの排除に 1時間半ほどかかった。

私たちを排除する機動隊とは別に外側に

機動隊が何列かに並んで，外側からの市

民たちに対峙していたが，運び出された

人はその外側で地上に丁重に下ろされ解

放された。そこでまた声を上げる。最先

端では並べた車の上で旗を振っている様

子が見える。頑張っている彼らを支援す

るため，こちらも木にくくり付けた幟を

振り回す。 

   牧野経産省副大臣は陸路構内に堂々

と入ることをあきらめ，船でコソコソと

入ったとの情報が流れる。しかし，ゲー

ト前の抗議行動と機動隊の対峙は続く。

21 時には船で入った牧野副大臣らが再

稼動させたとの情報が流れる。だが道路

のバリケードは堅持されていた。23 時 55

分になったら，どういうわけか，機動隊

は一斉に撤退した。私たちは歓声を上げ

て，最先端のグループに駆け寄る。警察

側はとうとう排除できなかった。これは

歴史的瞬間だ。それから一時間ばかり勝

利の感激を共有して，引き上げ，テント

村に泊めてもらった。2 日朝になって聞

いた所では封鎖した車は午前 2 時ころ自

主的に撤収したとのこと。機動隊の撤退

理由は不明だが，再稼動はしたし，ゴボ

ウ抜きはやって一応メンツは立った。こ

れ以上ことを荒立てることもなかろう，

とでもいうところかなと想像しています。

逮捕された人は一人もなく，怪我した人

もいないようだ。これは非暴力が徹底し

て実行されたからであろう。その意味で

記念すべき日というべきだろう。どこの

誰とも知らぬ人たちが，何の打ち合わせ

もせず，トレーニングも受けないままに

始まってしまった座り込みだった。こん

なことは始めてという漁師の方もいたが，

皆非暴力に徹していた。「非暴力」とい

う素地は日本でこんなに定着していたの

だろうか，と考えさせられた。 

 

 

8 月 2 日現在、以下の 28 名の方々より合

計 193,000 円の夏季カンパを頂きまし

た。 

ありがとうございます。  

 

    

山内恵子山内恵子山内恵子山内恵子    本吉美佐子本吉美佐子本吉美佐子本吉美佐子    岡岡岡岡崎善郎崎善郎崎善郎崎善郎    

渡辺俶子渡辺俶子渡辺俶子渡辺俶子    飯高京子飯高京子飯高京子飯高京子    石田明義石田明義石田明義石田明義    

秋山正敦秋山正敦秋山正敦秋山正敦    西冨房江西冨房江西冨房江西冨房江    柳柳柳柳    康雄康雄康雄康雄    

鞍田鞍田鞍田鞍田    東東東東    斎藤斎藤斎藤斎藤    毅毅毅毅    安藤安藤安藤安藤    博博博博    

大畑大畑大畑大畑    豊豊豊豊    小笠原正仁小笠原正仁小笠原正仁小笠原正仁    中村中村中村中村    健健健健    

大橋祐治大橋祐治大橋祐治大橋祐治    日置日置日置日置    祥隆祥隆祥隆祥隆    青木青木青木青木    護護護護    

馬渡雪子馬渡雪子馬渡雪子馬渡雪子    石井利一石井利一石井利一石井利一        君島東彦君島東彦君島東彦君島東彦    

水谷敦夫水谷敦夫水谷敦夫水谷敦夫    酒井良治酒井良治酒井良治酒井良治    加藤加藤加藤加藤    賀津賀津賀津賀津

子子子子    大石裕子大石裕子大石裕子大石裕子    信楽峻麿信楽峻麿信楽峻麿信楽峻麿    柳澤徳柳澤徳柳澤徳柳澤徳

次次次次    森島久恵森島久恵森島久恵森島久恵    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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●NPNPNPNP ブラッセル事務所とミネアポリス事ブラッセル事務所とミネアポリス事ブラッセル事務所とミネアポリス事ブラッセル事務所とミネアポリス事

務所の連携強化、ティム・ウォリス務所の連携強化、ティム・ウォリス務所の連携強化、ティム・ウォリス務所の連携強化、ティム・ウォリス事務局事務局事務局事務局

長ミネアポリス重点の活動へ長ミネアポリス重点の活動へ長ミネアポリス重点の活動へ長ミネアポリス重点の活動へ 

 

NP は設立当初からグローバルサウスに国

際本部を設けることを目標とし、第 2ステ

ップとして 2008 年から国際本部機能をミ

ネアポリス事務所からブラッセル事務所

に移管した。資金的にも欧州の政府並びに

政府関係機関からの支援の比率が増加し

た。しかし、ここ数年低迷している北米に

おける資金活動（個人、基金、国連など）

を強化するため、事務局長のティム・ウォ

リスは当面ミネアポリスを拠点として重

点的に活動することとなった。前事務局長

のメル・ダンカンはニューヨーク中心に資

金活動を行っている。ブラッセル事務所で

は、事務局次長の Kim Vetting が指揮を

とっている。 

 

●立命館大学立命館大学立命館大学立命館大学岡田二郎岡田二郎岡田二郎岡田二郎二朗二朗二朗二朗君をインター君をインター君をインター君をインター

ンとしてミネアポリスへ派遣ンとしてミネアポリスへ派遣ンとしてミネアポリスへ派遣ンとしてミネアポリスへ派遣 

 

NP とのコミュニケーションの改善を図る

ために、かねてより国際事務局へインター

ンを派遣すべく適任者を探していたが、こ

の度岡田二朗君を 8月下旬から 3カ月の期

間、ミネアポリス国際事務局に派遣するこ

ととなった。岡田君は立命館大学国際関係

学部 4回生で、今年 4 月下旬から 5 月中旬

にかけて南スーダンの NP 活動現地を訪問

した。南スーダンで NP スタッフに随行し

て第一線の活動拠点を訪問、寝食を共にし

ながら内外のスタッフとの交流を深める

ことができたようである。たまたま国際事

務局次長 Kim Vetting が現地を訪問中で、

Kim と直接話す機会があったのは幸いであ

った。岡田君がインターン派遣に同意して

くれたので、Kim の意向を打診し了承を得

たものである。8 月下旬にミンダナオで国

際理事会とディレクター会議が開催され

る予定で、NP 事務局スタッフも 3週間ほど

ミンダナオを訪問するとのことで、岡田君

はミンダナオ経由ミネアポリスに赴任す

ることになる。 

 

●2012 2012 2012 2012 年年年年 8 8 8 8 月、広島にて夏季実践トレー月、広島にて夏季実践トレー月、広島にて夏季実践トレー月、広島にて夏季実践トレー

ニング開催ニング開催ニング開催ニング開催 

NARPI（Northeast Asia Regional 

Peacebuilding Institute, 東北アジア地

域平和構築インスティテュート）とは、平

和の実践的トレーニングを夏の２週間、集

中的に提供するプロジェクトです。8 月 12

～24 日、広島において、5 日間のトレー

ニングコースを２週間にわたって行いま

した。コースの内容は、「対立と平和理論」

「修復的正義」「平和教育」「歴史/文化の

平和の語り」「トラウマヒーリング」「メデ

ィエーション」です。NARPI 日本チームが

主体的に運営を担当し、広島の地において、

東北アジアの文化的・歴史的文脈を尊重す

るものです。今年は、参加者が 30 名、事

務方が 10 名、計 40 名のトレーニングでし

た。詳細は、別途報告いたします。参加者

国籍：韓国 日本 カナダ オーストラリ

ア 米国 中国 モンゴル ネパール 

北朝鮮 台湾 パキスタン 香港 
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項目項目項目項目    2011201120112011 年年年年実績実績実績実績    2012201220122012 年年年年予算予算予算予算    6666 月末月末月末月末実績実績実績実績    進捗率（％）進捗率（％）進捗率（％）進捗率（％）    

1 参加費 23,300 20,000 0  

2 会費 657,000 650,000 243,000 37 

3 カンパ 464,505 460,000 184,000 40 

4 雑収入 39,918 40,000 0  

5555    経常収入計経常収入計経常収入計経常収入計    1,184,7231,184,7231,184,7231,184,723    1,170,0001,170,0001,170,0001,170,000    427,000427,000427,000427,000    36363636    

6 発送配達費 93,515 80,000 17,385 22 

7 給料手当 360,000 240,000 70,000 29 

8 事務所賃貸料 260,000 240,000 80,000 33 

9 振込料 13,610 17,000 4,420 26 

10 事務費 51,795 60,000 9,037 15 

11 旅費交通費 146,510 90,000 77,440 86 

12 通信費 25,540 29,000 4,950 17 

13 雑費 2,520 8,000 1,260 16 

14 広報費 106,050 280,000 30,450 11 

15 活動支援費 326,500 350,000 103,000 29 

15 会場費 26,850 18,000 0  

16 講師費用 25,000 50,000 0  

17 予備費 0 41,381 0  

18 東日本大震災支援 300,000 200,000 200,000 100 

19191919    経常支出計経常支出計経常支出計経常支出計    1,737,8901,737,8901,737,8901,737,890    1,703,3811,703,3811,703,3811,703,381    597,942597,942597,942597,942    35353535    

20 当期経常収支過不足 -553,167 -533,381 -170,942  

21 前期繰越剰余 1,085,946 532,779 532,779  

22222222    今期経常繰越剰余金今期経常繰越剰余金今期経常繰越剰余金今期経常繰越剰余金    532,779532,779532,779532,779    0000    361,837361,837361,837361,837     

23 特別収支     

24 前記残高 3,477,310 3,177,310 3,177,310  

25 今期支出     

  (東日本大震災支援） 300,000 200,000 200,000 100 

  （インターン派遣支援）  700,000 0  

  支出合計 300,000 900,000 200,000 22 

26262626    特別収支残高特別収支残高特別収支残高特別収支残高    3,177,3103,177,3103,177,3103,177,310    2,277,3102,277,3102,277,3102,277,310    2,977,3102,977,3102,977,3102,977,310        

27 未払金 21,956 0 100,260  

28282828    残高合計（残高合計（残高合計（残高合計（22+26+2722+26+2722+26+2722+26+27））））    3,732,0453,732,0453,732,0453,732,045    2,277,3102,277,3102,277,3102,277,310    3,439,4073,439,4073,439,4073,439,407     

 



    

     非暴力平和隊の理念と活動に賛同・支援してくださる個人および団体を会員として募集 

しし  しています。入会のお申込みは、郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替、銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込、非暴力平和隊･日本非暴力平和隊･日本非暴力平和隊･日本非暴力平和隊･日本ののののウェブウェブウェブウェブ    

ササササ            サイトの入会申込ページサイトの入会申込ページサイトの入会申込ページサイトの入会申込ページをご利用くださいますようお願いいたします。 

❂正会員（議決権あり）正会員（議決権あり）正会員（議決権あり）正会員（議決権あり）         ❂賛助会員（議決権なし）賛助会員（議決権なし）賛助会員（議決権なし）賛助会員（議決権なし）    

・ 一般個人：１０,０００円   ・ 一般個人：５０００円（１口） 

・ 学生個人：３０００円  ・ 学生個人：２０００円（１口） 

  * 団体は正会員にはなれません。 ・ 団体   ：１０,０００円（１口） 

■ 郵便振替郵便振替郵便振替郵便振替：00110‐‐‐‐0‐‐‐‐462182 加入者名：ＮＰＪＮＰＪＮＰＪＮＰＪ 

 ＊通信欄に会員の種類を（賛助会員の場合は口数も）ご明記ください。 

   銀行振込銀行振込銀行振込銀行振込：三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行三井住友銀行    白山支店白山支店白山支店白山支店 普通普通普通普通    6622651662265166226516622651 口座名義：ＮＰＪＮＰＪＮＰＪＮＰＪ代表代表代表代表    大畑豊大畑豊大畑豊大畑豊            

            ＊銀行振込をご利用の場合は、お手数ですが電話･ファックス･メールのいずれかを 

通じて入会希望の旨、ＮＰＪＮＰＪＮＰＪＮＰＪ事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。 

■             ウェブサイトからのお申込みウェブサイトからのお申込みウェブサイトからのお申込みウェブサイトからのお申込み：http://np-japan.org/4_todo/todo.htm#member 
 

●次回、ニューズレター次回、ニューズレター次回、ニューズレター次回、ニューズレター45454545 号（号（号（号（12121212 月月月月 1111 日発行予定）の予告日発行予定）の予告日発行予定）の予告日発行予定）の予告 

ちくま学芸文庫 が 8月に発刊した『独裁体制から民主主義へ（From Dictatorship to Democracy）: 

権力に対抗するための教科書』の著者で、アラブの運動を始め、近年起きた革命に大きな影響を

与えている戦略的非暴力論の提唱者でマサチューセッツ大学名誉教授ジーン・シャープ（Gene 

Sharp）特集号とする予定です。1982 年に『軍事民論』に掲載された論文『戦争の廃絶を実現可能

な目標とするために』は会員の岡本珠代女史が翻訳出版されていますが、この度岡本女史に点検、

改訳することをお願いし、それが完成いたしました。改訳約 13,000 字ですが次号に一挙掲載した

いと思います。 

 

 


